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2007年 2学期 リーダー会総括 

大宮恭子 

 

良かった点 

・提案するリーダーの下調べがしっかりしていたところ。 

・ミーティング報告で、皆の様子が分かること。 

・飲み会（ご飯会？）が頻繁で、一年生や二年生と話す機会が多かったこと。 

 

反省点 

・私も含め遅刻や時間ぎりぎりに来ることが多く、開催時間が遅れること。 

・私語が増えたこと。（内容量が少ないときはそれほど問題では無いが）今のリーダー 

 会員は、さくさく進めることを知っているから良いが、今度からリー会に参加する 

 二年生にそのような姿を見せると癖になるので、二年生が来たら気をつけた方が良い    

 と思う。司会が曖昧なので、しゃきしゃき進めて欲しい。上級生に遠慮する必要は全 

 く無いと思う。 

 

 

 

 

2007年度 2学期リーダー会総括 

3年 越後谷駿介 

 

全体では、 

・ プロジェクターを用いた夏山行の報告会が良かった。ムービーを作ったり、プレゼンテ

ーション形式で発表したりと各リーダーに工夫が見られ、山行の雰囲気がよく伝わった

と思う。来年以降も継続していくといい。 

・ 提案・審査とも流れが確立されスムーズさが増した。 

・ 3年は司会をひと通りこなし、慣れてきた。3学期以降も継続か、または 1人に絞るか？ 

・ 沢研の中止が相次いだためか、早く終わることが多かった。 

・ 1学期同様、なかなか時間通りに始まらなかった。遅刻をするなら必ず連絡を。 

 

個人的な反省としては、 

・ 沢研の提案・審査に関して、自分なりの意見、質問を呈することができなかった。まだ

まだ勉強不足が否めない。来学期からは冬研が始まる。勉強会にしっかり臨むのはもち

ろん、自分からもっと知識を得ようとしなければならない。 

 



2222学期学期学期学期リーダーリーダーリーダーリーダー会総括会総括会総括会総括                                            3333年年年年    吉川吉川吉川吉川    奈緒子奈緒子奈緒子奈緒子    

 

□ 個人的反省 

・ 開始時間より少し遅刻してしまうことが多かった。決めた時間を守らなければ、他の人

に迷惑をかけるので来学期は余裕をもって遅刻しないようにする。 

・ 2学期は沢やクライミングの審査が多かった。私自身装備についての知識が少ないため、

経験者に頼る部分が多かった。このような機会を通してなるべく知識をつけたい。 

・ リーダーさんがアプローチまでちゃんと調べているのでスムーズに記録でき、主務とし

てはありがたかったです。 

 

□ 全体的反省 

・ 夏の報告会はかなりよかった！来年にぜひ生かしていきたい。 

あのおかげで、リー会でのリーダーの報告もスムーズだったのでは？ 

・ 司会を 2年生で回すことになっていたが、最後のほうは計画が少なかったこともあるが、

明確に司会を決めなくてちょっとなあなあになっていた感が。 

・ リー会がなくなった時などの大石君のスムーズな対応はとてもよかった。メーリスでの

内容の連絡も来学期もお願いいたします。 

 

・ これからは冬の審査に臨むので、勉強会などを通じて審査能力をなるべくつけたい。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



2007年 2学期リーダー会総括 

峰村彩未 

 

●よかった 

・ 夏山報告会 

教室借りて大正解だったと思う。楽しかったし、行ったことない山のイメージもわいた

のでは。教室取ったりめんどくさいだろうけど来年もやったらいいんじゃない 

・ リー会員の無断欠席なし？たぶん 

・ ミーティングの詳細な様子報告 

・ ミーティング・リー会事前メーリス 

 

●わるかった 

・ 遅刻 

・ 司会制度は？ 

「この沈黙はなんだっけ」時間がまた増えてる気がする 

・ 提案時・報告時に地形図を持ってくるとか、当たり前のことがないがしろになってる。 

コピーは概要をつかむためのものにすぎず、地形図を見ないとわかんない詳細な部分

があるので地形図は必須。駐車場とかが話題になるならエアリアも必須。写真だけじ

ゃ足りないと思う。 

・ 私語・別のことしてる 

  関係ある事なら議題としてきちんと持ち込む、関係ない事はしゃべんない・やらない 

 

●個人的に 

・ 夏に大きな事故がなくてよかった。 

・ 冬研の勉強会はまだ始まってないけど、始まりの時期はこれでいいんだっけ？ 

・ あと、2学期、現役が行く山行少なくなかった気がするけどいつもこんなもん？ 

・ 少人数で質問もしやすいし、話も聞きやすいし、提案する側もみんな説明がうまくて

すばらしいなあと思う。下調べもグッドだし。慣れている人がリーダーやってるからか

もしれないけど。 

という一方で審議のテンポがよすぎてたまに不安になる。リー会員がこれじゃあダメ

だなあと思う。不安をちゃんとした疑問にできるくらいに勉強して、冬研のときも「こ

れどうなの？」っていえるようにします（この宣言 3回目） 

・ 遅れてすいませんでした 

    

    

    



2学期リーダー会総括（長くてすみません。先に謝っときます。） 

文責：佐々木銀河 

◎夏の山行の報告がスムーズであった。 

⇒今年は 2つの長期、沢研すべて含めて９つほどの山行があったが、極端に時間が遅くなることがなか

った。夏の報告飲みで楽しさ報告を、リー会報告で危険箇所・事態の報告をするという分け方がうまく

いったように思う。今後死ぬほど山行報告が出た場合に備えて、今回大石も考えていたようだが、時間

が 12時を超えそうな場合はリー会員の報告を次の週にまわすことで次年度も対応できると思う。 

△全体山行リーダーについて 

⇒これは、自分は私用でリー会に行けなかったため計画の提案審査の状況は分かりません。すみません。

結果的には山行中は 3人の新人リーダーはかなりよく考え動いていたように思う。 

ただ、これは今期のみの状況であって賛否両論あると思うがリーダー3人中 1年生が 1人しかいなか

ったのは今後のために良くなかったように思う。全体山行は 3回しかない。そのうち親睦は打ち上げ要

素が強いので実質リーダーとして山行中の判断をする経験になるのは新研と秋全体くらいしかない。そ

の 2つの内で最も早く 1年にリーダーの機会を与える秋全体でいかに多くの 1年にリーダーを経験させ

るかは大切だと思う。言い方を変えると貴重な経験の機会を新人から奪ってしまったのではないか？リ

ーダーを経験しないと山行に主体的に関わることができず、山行提案もしにくくなるんじゃないか。特

に冬は山に入りにくくモチベーションの低下する時期。夏から次の春まで一度も山行に関わらなかった

1年生はどうなることだろう。 

人数の制約はあると思うが無理に班をまとめようとせず、より多くの新人にリーダーを経験させると

いうスタンスがいいのではないか。3 人班でもいいんじゃないかとも思う。どうしても秋全体だけでは

無理ということであれば、案としては 1年生に秋に山行の提案を 1人１つしてもらうように促す、秋休

みもしくは冬前に低山（奥久慈、関東近郊の低山など）の全体山行を増やすなども考えられると思う。 

×燃料改革について（その２） 

⇒燃料改革については夏の山行ではほぼうまくいったように思う。素晴らしい。が、リー会総括のまと

めに書いてあった各山行の燃料の使用報告はされたのか？自分も忘れていたので良くないが、改革の状

況が把握しにくいので燃料報告はされるべきだ。そのために装備係に燃料計算の仕事を与えたはず。リ

ー会で報告を義務化するか、報告書に計算上燃料、実使用燃料の記載項目を設けるべきだと思う。 

また、これから冬研が始動するが冬は燃料の使い方が夏と違う。ガソリンストーブの使い方がハンパ

ない。今の夏の燃料計算ではまずガソリンの燃料が足りなくなってしまうので今後検討すべきだと思う。 

○リー会員の出席率 

⇒リー会員の出席率は前期に比べ、出席しない人と日がほぼ明確だったので良かったように思う。とは

いえ、人数が少ない分 1人１人にかかる責任は大きいので自分も含めてリー会に主体的に関わる気持ち

を忘れないようにする。 

×ワンゲル規約の話し合い 

⇒やらなかった。一度やろうと話し合ったことは忘れないようにしよう。規約の改正については機会を

ちゃんと作らないと、きっとやらない。 



◎休んだ人へのフォロー 

⇒自分もリー会を休んでしまうことがあったが、赤入れをした計画書を越後谷が持ってきてくれて話し

合いについていくことができた。欠席してもいづらい雰囲気にならなくてうれしかった。 

？リー会員冬研勉強会について 

⇒これから始まる。内容は冬研でリー会員にとって必要なものを厳選して前回より内容量をかなり減ら

した。マニュアルが読みづらい、読みに行くのが大変という意見もあったためマニュアルのメール配信

という形をとった。前年度に続き冬山用語集も配った。 

 このように前回の反省を活かして冬研としてできる限りのことはするつもりだが、結局はリー会員個

人の意識の問題だ。いくら勉強会を開こうと、リー会員の意識が低ければ意味はない。貴重なリー会の

時間を使っているし、多少ではあるが冬研に負担がかかっているので無駄なことはしたくない。 

「やっぱり経験者の意見は大きい」論は確かに事実だが、バリエーション経験者としてもバリエーシ

ョンをやっていない人の客観的な意見が欲しいからリー会に計画を持ってくるんです。勉強会を通して

バリエーションの様子が少しでも伝えられれば、非経験者でも質問をしやすくなるんじゃないかと考え

て今年の冬研では勉強会をするつもりです。なので、ぜひ積極的に質問してください。 

 3 学期リーダー会総括で「私の勉強不足」の一言で済ませていた反省が「分からないところはあった

けど、それは質問して納得できた！」というようにポジティブ的な反省に変われば至高の極みです。 

※おまけ※ 今後のリー会のあり方について 

⇒まだリー会員になって間もない自分がいっちょ前に意見するのは分不相応かもしれないが、あえて。 

 前年度のリー会総括からを見返しても、OB・OGからの話しを聞いても現在は過去のリー会と比べて

リー会としての機能を保ちつつ、より効率的になってきていると思う。素晴らしいことだ。シュペェー

ルブ！！ 

 今後もより提案のしやすいリー会、より審査能力のリー会として進化していくために、今何ができる

か。自分が考えたのは【下級生に優しいリー会】。リー会は提案者をいじめる場ではない。「ここ違って

るよ！」「ちゃんと調べてこい！」「そこはいらないよ！」というのも、もちろん必要。限られている時

間を効率的に使うのももちろん必要。 

だからといって、リー会にもってくる提案のほとんどはリー会員よりも経験の浅い下級生であるとい

うこと。まだまだ下級生には、リー会員にとっては当たり前のことでも、思いつかないことや知らない

こともあるということ。そして、下級生が話しにくい状況を作ってしまわないようには上級生として気

遣うことが必要だということ。そのことも踏まえて、「他に言いたいことはある？」「ここはどうしたい

の？」「ここはこういう方法もあるよ」など、提案者が考えていること、調べてきたことなどの情報をう

まく引き出し、リー会員からのアドバイスができるリー会でありたい。バファリンと同様、リー会にも

半分くらいは優しさが欲しい。 

 ワンゲルは自分も含めてメンバー自身の自己欲求が強いため、つい下級生に HP（放置プレイ by大沢

さん）をかましてしまう傾向があるような。 

 リー会の雰囲気に関する反省は毎回書かれている気がするが、何度でも書く価値がある。 

 さあ、来学期は 2年生がリー会にやってくるよ！ 



2222学期学期学期学期リーダーリーダーリーダーリーダー会総括会総括会総括会総括    大石大石大石大石    寛人寛人寛人寛人    

○良かったところ 

・去年に比べて、かなりスムーズにリー会が行われていると思う。 

☞でも、ちょっとリーダーを信用しすぎかもしれない 

特に、沢。提案が OBばかりだったため、少し気を緩めて審査していた気も・・・。（実

際しっかりと調べてもらってあったと思うが）来年は気を引き締めていかねば。 

 

○悪かったところ 

・後半は遅刻が多かった 

・司会が役割を果たしていないことがあった 

・「意見」でなくとも「質問」も積極的に 

 自分が関わっていないバリエーションなどは、わからないことだらけのはず。「些細なこ

とかも」と思っても、提案側としては質問してほしいはずだ。案外、自分がわからないこ

とは、他の人も聞きたかったことだったりする。 

・個人的に、記録をつけるのをさぼった。 

 

○夏の報告会 

 やってよかった。純粋に楽しかった。リーダーにしてみれば夏休み後のリー会報告の予

行演習にもなったのではないかと思う。来年もプロジェクターは借りてあげられるよ。 

 

○冬研について 

・ 来学期からいよいよ冬研の山行が入ってくる。 

冬研内提案・審査の段階でくだらないミスをなくし、リー会員にわかりやすい提案・

審査の仕方も議論していきたいと思います。わかりにくいと思ったら、遠慮なく質問・

意見してください。 

 

・ 冬山関連のニュースにちょっと気を配ってみると 

これから冬山の時期に入ると、残念ながら冬山の事故のニュースがぼちぼち出てくる

と思います。そういう時少し興味を持ってニュースを聞くだけで、リー会での見方が広

がってくるのではないかと思います。（新聞などは予備知識の説明なども載っている） 

 

○その他 

・メーリスをサボらずまわせたが、月曜はメーリスだらけで内容がわかりにくいかも・・・。 

・12月からは山口の家でリー会やってもらおうかと思ってます。これで大石宅も見納め？ 

 

2学期もお疲れ様でした。来学期もよろしくお願いいたします。 



2学期総括

天野　貴久

遅れてすみません。遅れたくせに、たいした総括はできてません。

良かった

＊大石の冬研下見報告

去年の冬研の報告よりかなり良かった。その他にやることが少なかったこともあり、十分時間をか

けてできた。逸朗さんの解説もあり、イメージしやすかったと思う。

＊報告会

実際行けなかったので、何とも詳しくは知らないけど、改善されてるようですね。

OBも参加したということで、毎年参加できるようにしてほしい。もしくは、報告会をOBとか梅田さ

んや松岡先生も誘ってみるとか。

わるかった

＊遅刻

自分ですね。原稿の締切り守らないとか、最近いい加減になってしまっているので、反省します。

リー会にくる人はもう提案とかシステム的な事はなれてきて、スムーズに進んでいると思う。制度と

してはもうこれまでに改善しきったのではないか。

人数が少ないこと、提案審査の流れにリー会員、リーダーともになれてきたこともあり、システム的

なこと(司会がしきるとか)を意識しなくても、前年よりまとまりの無い雰囲気はない。

しかし、意識の薄れから緊張感が無くなると、遅刻（俺）とか、来年以降のリー会の雰囲気に影響

するから、気をつけなきゃいけない。


